
女性のためのデジタル人材育成講座事業 【可児市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４２４ 千円

交付金額 ２１２ 千円

事業番号 1

・企業が採用する際、パソコンスキルを求めている状況下で、パソコンス
キルがないために、就職や再就職をあきらめている方がいるのが現状。

・就職や再就職をあきらめている方を対象に、デジタル人材の育成を実
施し、支援することで、パソコンスキルの構築を図り、地域の女性活躍
の推進を図る。

・事業委託
WEBマスター講座全５回：株式会社BrandVision（講師１名）

・チラシの印刷製本
チラシデータは市で作成し、印刷のみを業者へ依頼（500部）：アスクル

・講座PR
チラシの設置（本庁、市内１４か所の連絡所、子育て支援プラザ・マーノ）、

市広報誌、市HP、市SNS、すぐ～る（市内小中学校保護者向け連絡ツール）
を活用し、講座をPRした。

・実際のビジネスシーンを想定した課題を通して、実践力を養う。
・営業から納品までの受注フロー、SEO対策基礎及びWEBデザ
インの基礎を学び、オンラインツールCANVAを使用し、ビジネス
メールや名刺作成の基礎から、受注者から依頼を受けたチラシ
及び動画の作成まで、２人１組（依頼者と発注者を想定）で行い、
実践スキルを学んだ。

・参加者に実施したアンケートについて、回答があった８人中７人から
「大変よかった」、１人から「良かった」との評価をいただいた。
・ＷＥＢデザインを習得することで、企業で必要とされる広告作成等の
デザイン力が培われ、実践できる能力がついた。
・出産を機に離職して10年以上経った方が多く、離職歴が長い中で再
就職を希望するが、就活を開始するのに躊躇していたところ、本事業
を機に就職への自身がつき、就活への意欲が上昇した様子がうかが
えた。

・受講者のレベルに差があるのは仕方がないが、初心者に付きっ切
りで経験者が少し待つような時間があった点を改善したい。

・受講者の年齢層に差があった。再就職支援という観点から考えた
際、受講者の年齢制限をするべきか検討する必要がある。

・商工会議所等と連携し、現状以上に、起業及び就職に繋がるような
施策等を検討していきたい。



事業の概要

令和５年度デジタル人材育成講座

地域における女性の職業生活における活躍推進のため、女性
市民を対象に、デジタル人材育成を目的としたデジタル育成講座
（WEBマスター講座）を年５回開催。

【募集定員】 10人
【開催日】   11月～12月隔週水曜日（全５回）
【開催時間】 各回10時～１２時（120分講義）
【講義内容】 ・企業で求められるビジネス基礎

  ・SEO対策基礎
  ・WEBデザインの基礎

  ・SEO対策記事、チラシ及び動画作成
  ・google機能の学習

  ・google認定証がもらえるデジタルワークショップ並行受講
【対象者】 市内に在住する女性で、就職・再就職を希望する方（年齢不問）
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